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1　は　じ　め　に

窒素肥料の形態と作物の生育との関係については．数多

くの報告がある。エンバクにおいては同様の意図を持った

試験例は，一般作物に比べて少なく1調め．特に土壌条件

と関連した報告はあまり見当たらない。

今回．東北農試畑地利用部に新規圃場が造成されたが，

その盛土の火山灰心土は，燐酸吸収係数が高い（表1）。

また．硝酸化成力を高岸5）の方法に準じ測定したが，風乾

土10膵当たり1呼未満で極めて低い。このため新規圃場

に対する施肥指針を得る目的で，同圃場の盛土を供試し，

秦1供試土壌の化学性

項　 目　　　 測定値 項　 目　　　　 測定値

pl弔 諾 ；：；； N －KC l可 憲 3：3；；芸

置換酸度炒l）0．99 T －C　　　　　　 o．37　％

全　 窒　 素　 0．08％ C ／N　　　　　 lO．3

硝酸態窒素　 0．004％ 燐酸吸収係数　　　 1，884

窒素吸収係数　　 571

2　試　験　方　法

エン′ヾクに対する窒素肥料の肥効について検討した。　　　　　試験区は表2に示すとおりで，エンバクをa／2．000ポット

表2　試験区の構成
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当たり20本植えとし，2回に分けてガラス室内で栽培した。
約20日間隔で草丈を調べると共に所定の期日に収穫し，

地上・地下部の収宅を調べ．収穫物について全N，蛋白態
N，非蛋白態N．NOl－N，P205，CaO，MgO，K20等を測

品種，播種，収穫；同上
6．7　　　　NH4－N；硫　安

NO3－N；硝酸加里
〝　　　　　P205，K20；同上
”　　　　1区　2遵制

定し．更に跡地土壌の一一般的な化学的性状を調査した。
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3　賦　験　結　果

草丈の推移は記号1～5の無窒素・無燐酸区が20（職前後
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で極端に低くて，他は高く，なかでも尿素及び硫安区が50

m前後と高い傾向であった。しかし記号6以下は6ト′68伽

で．各区間に一定傾向は認められなかった。

．　　　　ご　　　　1　　　1　　　　1

012　0】2　012　012　0Ⅰ2

図1地上部及び地下部の収量（ポット当たり）

図1に示す地上部及び地下部の乾物収量は，左図のよう

に無窒素，硫安，硝酸石灰，硝安，尿素の順に多く，かつ，

燐酸2グ施用区が勝った。1月24日収穫では硝安区の燐酸

2才施用区が多かった。中図ではNH4－N区がNO3－N区

に比べ多かった。右図のNH4－NとNO3－Nを組合せた場合

は，㍍2及び2：8区が多く単用区ではNHq－N区が勝った。

図2　全窒素の吸収量（ポット当たり）

図2に全Nの吸収量を示した。供試品種及び実施時期に

関係なく，いずれの場合もNH4－N区がNO3－N区に比べて

多い傾向を示した。その他の分析値では，NO3－－N区及び燐

義3　跡地土壌の化学性
（風乾郷土100才中）
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注．3月25日収穫

酸多用区にそれぞれ高濃度のNO3－N及びP205を認めた。

跡地土壌の化学性は，表3に示すとおりで，硝酸石灰及

び硝安区の無燐酸区ではNO3－N濃度が高かったが，他区

間では各項目に著しい差異は認められなかった。

4　考　　　　　　察

本試験の結果は，エンバクの品種及び播種期が異なるが，

全般にNH4－N区がNO3－N区に比べて生育が旺盛で，窒素

吸収量も多い傾向を示した。一方NH4－NとNO3－Nとを組
合せた場合，両形態窒素の単用よりも勝った。このことに

関連して但野ら4）は窒素形態に対する作物間の適応性を示

している。すなわちエン′ヾクははば中間に位し，この位置関

係は播種期，栽培条件等により変わることを示唆している。

更に麦類を含めた報告例では，NH4－Nの肥効が高い例が

多い。しかし両形態窒素の混用が単用より勝る報告2）等が

あり，但野ら4）の指摘と符合した。

また，燐酸の肥効については，田中6）が示した小麦の収

量と燐酸吸収量には高い相関関係にあることと合致した。

特に本供試火山灰心土は未熟土壌であることから．燐酸石

灰の増施効果が顧著に表われたものと推察した。

5　　摘　　　　　要

供試火山灰心土は燐酸吸収係数が高く，硝酸化成力が低

い。これら土壌に眉した肥培管理を図るため，エンバクに

対する窒素の肥効に関してポット試掛こより検討した。

（日　収量及び植物体の窒素吸収量は．ともにNH4－N施

用区がNO3－N施用区に比べて多かった。また，NH4－Nと

NO3－Nを組合せ，その比率を変えた場合，収量は比率＄：2

及び2：8区が勝り，混用の効果が認められた。

（2）燐酸石灰施用の影響は両形態窒素のいずれにもみら

れ，多用区はど生育及び燐酸吸収が旺盛であった。

（31跡地土壌の化学性は，NO3－N区の無燐酸区に高濃

度のNO3－Nを認めたが，他の測定値には大差がなかった。
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